
 

 

 

１．欧州連合の２８国々にお

いて１４の国は原発を稼

働している。現在１２５

基ぐらいが稼働している。

ドイツは６０年代から原

子力を使用、１７施設に

３５原子炉がある。現在

７基の原子炉が稼働して

いる。２０２２年の年末

までに最後の原子炉を廃

炉する予定である。 

 

２．欧州にある 125 基の原子炉は全て現在の安全基準に達していない。 

英国の核物理学者ポール・ドルフマン氏は、「この古い原子力発電所にお

ける事故の危険性は一年ごとに、最大 15％増加する」と警告している。 

 

３．ドイツ は色々な低レベル放射性廃棄物の中間貯蔵施設があるが、高レ

ベル放射性の最終処分場はまだ見つかっていない。２０５０年までに探

す積もりである。全世界において、フィンランドしかそういう施設はな

く、２０２０年から高レベル放射性廃棄物を貯蔵する予定がある。フィ

ンランド以外はどこの国にもそういう施設がない。 

 

４．よく聴こえる話によると、

ドイツは脱原発を決めた

ら、フランスから原子力

の電気を買わなければな

らないそうである。事実

は、ドイツは２００３年

からずっと電気を輸入よ

り輸出している。 

 

５．ヨーロッパの原子力の役

割はまだ高いままである。



 

EU コミッション は気候（環境）

保護を理由に核融合の研究用原子

炉「Iter」（イーター）に出資す

る予定がある。または EU 裁判

は交付金で Hinkley Point（ヒ

ンクリーポイント）の新原発を建

てさせないための上オーストリア

州の訴えを拒否した。 

（＊ヒンクリーポイント原発：イギリス・サマセット州にある原発。A、B はす

でに稼働中であるが、C 原子炉が現在建設提案中である。） 

 

６．ドイツ、または世界中の色んな国々では現

在地球温暖化という話題はすごく大事にな

った。“Fridays for Future“ という

若者の運動は政治にプレッシャーを及ぼす

ことになった。一方原子力推進派は『地球

温暖化の対策を理由に原子力を将来にも使

い続けましょう』という。 

 

７．それに対して北ドイツの反原発運動は最近

あるアクションをスタートした。

“Don’t nuke the climate!“という

モットーで本当のエネルギーシフトを求め

ている。意味は「地球温暖化対策の理由で

原子力を使わないでください」である。 

 

８．4 月に発表されたドイツ・フィンラ

ンドの調査結果によれば、２０５０年

まで世界中１００％再生エネ利用は経

済的に可能である。２０１９年５月１

４日にドイツの技術学士院学術委員会

が紹介した調査結果によれば原発は将

来に再生可能エネと競争できないそう

である。 
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